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１．はじめに
日本において、民間企業、国、地方公共団体は、「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づき、
それぞれの法定雇用率に相当する数以上の障害者を雇用しなければならないこととされている。そ
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の中で、平成 16年度から国立大学が法人化したことにより、それまで国に課せられていた 2.1％の
障害者の法定雇用率が、各国立大学に課せられることとなった。その結果、多くの国立大学で法定
雇用率が未達成という状況が生まれることとなった。障害者自立支援法の施行などにより、地域社
会における就労を中心とした障害者生活を保障していく機運が高まる中、大学内での障害者雇用に
向け、具体的な策を講じていくことは、国立大学の社会的責務であろう。
そこで本研究では、大学内での障害者雇用のあり方を具体的に検討していくために、知的障害者
を試行的に時間雇用し、学内で実際に仕事をするという実践として，学部長室でのシュレッダー作
業と書棚整理を行った。シュレッダー作業については、学内で多く出る作業であり、かつ、見通し
が持ちやすく知的障害者が取り組みやすい作業であるという特徴がある。書棚整理については、数
字等の整理の得意な自閉的な特徴をもつ障害者に適する可能性が高い。
２．実践の概要
1）日時：以下の 4回
第 1回：2月 8日(水) 10：00～12：00
第 2回：2月15日(水) 10：00～12：00
第 3回：2月22日(水) 10：00～12：00
第 4回：3月 8日(水) 10：00～12：00
 
2）対象者
・W（昭和 38年生まれ）（第 1回のみ）
・K（昭和 53年生まれ）
・ S（昭和 58年生まれ）：3月 8日のみ（第 4回のみ）
3）使用した機械
第 1回目紙専用シュレッダー（KOKUYO KPS-78X）、第 2回目紙専用シュレッダー（MS
 
SHTREDDER 4310 MU-AT）、第 3回目以降はメディアシュレッダー（MS Digital Shredderデー
タメディアM-?）
4）作業内容
①廃棄書類の処理
ファイルから書類を外す→書類からホッチキス等を外す→書類をシュレッダーに入れる
②書棚整理
書類や出版物を年号順あるいは、刊号順に並べる
5）支援方法
支援者は書類整理に向けて書棚の資料に年号を書き込む作業を行いながら、Kの作業の様子を見
ていた。
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３．作業実践の結果
1）第 1回
①作業概要
ⅰ）廃棄書類の処理
作業はスムーズであるが、シュレッダーが一度に処理できる枚数に限りがあり、かつ機械の速
度がやや遅いので、処理に時間がかかった。KがWに機械の使い方を教え、紙がつまって動かな
くなった機械をKが直すなど、Kが補いながら作業をしていた。Kは、仕事の合間に、散らかっ
たごみを掃除機で片付けるなど、機転が利く。そのため、支援者は見守っているだけで大抵のこ
とは済んでいた。
パンフレット類については、WとKが「これはしなくていい（裁断しなくてもよい）よね」と
言った。支援者がごみ袋に入れるように言い、分けてもらった。
ⅱ）書棚整理
Wは目が悪いため、細かい字や影で暗くなる箇所の書棚整理は難しかった。Wの並べた後は、
若干、数字の前後のあっていないところがあった。Kは正確に並べ、支援者が書き込んだ年号が
間違えていることに気づいて指摘することもできた。
②二時間の作業量
ⅰ)シュレッダー作業は紙袋。ただし、ファイリング、ホチキス止めしてあるもので、ファイル
から外す作業、ホチキスの芯を外す作業を含む。
ⅱ）書棚整理については書類入りの封筒を年号順に揃える作業を小さい書棚 1段分程度。
書籍を番号順に揃える作業を小さい書棚 1段分程度。
③時間経過
10：30～ シュレッダー作業
11：30～ シュレッダー紙詰まりのため、書棚整理に移る。
この作業の合間に、Kがシュレッダーの紙詰まりを直す。
11：45～ シュレッダー作業
12：10～ 再び紙詰まりのため、書棚整理
12：30 作業終了
2）第 2回
①作業概要
ファイルから書類を外し、ホッチキスの芯を取り、書類がある程度溜まったら、シュレッダーを
かけに行くという作業を、Kのペースで行っていた。作業の終了時間の少し前に、シュレッダー作
業をしているKを見に行くと、周辺をほうきで掃いていた。Kは指示しなくても、このような片付
けができた。
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②二時間の作業の量
ゆるく入れた紙袋一つ分程度
③時間経過
10：00～ シュレッダー作業
11：55～ シュレッダー周辺の掃除
12：00 作業終了
3）第 3回
①作業概要
ⅰ）廃棄書類の処理
ファイルから書類を外し、ホッチキスの芯を取り、書類がある程度溜まったら、シュレッダー
をかけに行くという作業を、Kのペースで行っていた。裁断作業中にホッチキス針の残った書類
を見つけると、処理しなおしてから再度シュレッダーに戻る様子がみられた。支援者も一緒にホッ
チキスの芯を取る作業をしていると、Kは、支援者の前に裁断できる状態の書類が溜まったのを
見つけると、その書類を持っていきシュレッダーにかけた。シュレッダーの機械は教えなくても
使いこなし、真ん中に溜まったごみを均したり、ごみを押し詰めたりしながら作業を行った。最
後に、シュレッダーのごみを片付ける作業を支援者と一緒に行う。機械の中のごみを一緒に取り
出すことや、周りのごみを拾うことや、袋を抑えていることなど、作業の状態や支援者の動きに
合わせて動くことができた。
ⅱ）書棚整理
書類の量が多く、支援者が見てもどこから揃えたらよいのか考える量であった。はじめ資料の
量を見てKが考えていたので、「一つ基準を決めてその前か後かを見て入れていく。92年あたり
を基準にしてみたら。」と支援者が言うと、作業を始め、量の割に早く並べ終えた。途中、「たし
か、この辺に○○年があった」というような独り言を言っていたので、途中からはどこに何年の
ものがあったかということをおおよそ覚えてしまい、作業が速かったのではないかと思われる。
ⅲ）作業の質
a）シュレッダー
シュレッダー作業をしている際にホッチキスの残った書類を見つけると、処理しなおしてシュ
レッダーに戻るということができる。この様子から、機械に挿入する際に確かめながら作業をし
ているようである。
b）書棚整理
支援者が年号をふり間違えたものを見つけて、Kが支援者に教えていた。このことから、年号
を確かめながら整理していたようである。
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②二時間の作業の量
シュレッダー作業は、紙袋一つ分程度。書棚整理は、書棚 1段以上の書類。
支援者も最後の方は一緒にシュレッダー作業を行った。
③時間経過
10：00～ シュレッダー作業
10：50～ 書棚整理
11：00～ シュレッダー作業
12：00～ 片付け
12：10 作業終了
4）第 4回
①作業概要
ⅰ）廃棄書類の処理
はじめに、支援者が今日初めて作業する Sに作業内容の説明をすると、Sは作業を始めた。Kは
作業内容をすでに理解しているので支援者が指示しなくても作業を開始し、「簡単だから」など S
を気遣い安心できるような言葉をかけていた。Kは、支援者と作業に関係ない会話をしていた。
Kにとっては簡単すぎる作業であり、また 4回目の作業でるため飽きてきたようであった。作業
に飽きた様子のKに対し、Sは前半 1時間くらいまで集中して作業をしていた。
Sがシュレッダー作業をしていて、シュレッダーの機械のごみが中央に溜まって機械が停止し
た際には、Kが Sに解決の仕方を教えた。SはKが助けてくれることがわかると、機械が停止す
るたびに「Kさん、いっぱいですだって」と助けを求めていた。Kはすぐに行き、使える状態に
していた。Sは、はじめ、紙詰まりやごみ詰まりのために機械が停止することを、嫌うような様子
が見られた。機械のトラブルのときには、Kがすぐに助けてくれることで、Sの気持ちが安定し心
地よく作業できる助けになっているようであった。Kはシュレッダー作業には飽きているようで
あったが、SがKを頼りにするのに応じて、Sの手助けをすることについては、積極的に行ってい
た。
Sに疲れが見え始めたので、支援者が「もう少ししたら休憩にしようか」と言っておいたところ、
Kが Sの作業のきりのよいところで「休憩にしよう」と声をかけた。また、Kはシュレッダーの
ごみの様子を見て、適切なところでごみ袋を取り替えたり、周辺のごみを片付けたりすることが
できていた。
ⅱ）書棚整理
はじめに、学部長の指示書の作業内容をKは支援者と一緒に読み、シュレッダー作業の他、書
棚の左下の整理をすることを確認した。はじめKは、Sと二人でシュレッダー作業を行い、Sが一
人で作業ができるようになるのを見届けて、Kは書棚整理に移った。今までの書棚整理は、年号
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順に資料を並べるものであったが、今回は年号ではなく刊行物の通し番号に従って並べるもので
あった。それを見て、Kは支援者に「年号がないけどどうするの？」と尋ね、「支援者がこの番号
で（刊行号）で揃えてください」と答えると作業を始め、「これ、すぐできるよ」と作業が順調に
進んでいることを報告した。
②二時間の作業量
シュレッダー作業は、紙袋 3つ分程度。書棚整理は書棚 1段。
③時間経過
10：00～ シュレッダー作業
10：30～ Kが書棚整理の作業に移る。Sと支援者はシュレッダー作業を続行
10：40～ Kが書棚整理を終え、シュレッダー作業に戻る
11：00～ 休憩
11：10～ 作業開始
12：10 作業終了
5）軽度の知的障害者と重度の知的障害者の間に構築される支援体制
3月 8日に行った実践 4は、重度判定の知的障害者 Sと知的障害の比較的軽いKとの組み合わせ
で行った。Kにあらかじめ Sに仕事を教えてあげて欲しいという旨を伝えておいたところ、Kが S
の支援をしながら作業するという様子が見られた。そこで、Kから Sへの支援、支援者から Sへの
支援、支援者からKへの支援をビデオから分析することにより、Kと Sと支援者との間に構築され
た支援体制について検討することとした。
①Kから Sへの支援
a）支援の回数
Kが Sにした支援の回数は合計 11回であった。実際にやってみせて教える、Sにできないとこ
ろをフォローするというような動きを伴う支援、言葉がけによる支援と機械のトラブルに関する
支援とが見られた。
b）支援の内容
Kが Sに対して行った支援の内容は以下の通りであった。
ⅰ）動きを伴う支援 1（作業の概要を説明する）
その日の作業の概要を「この資料を整理するんだよ。」というように言い、やって見せながら、
「難しくないから大丈夫。」と安心させるような言葉をかけた。
ⅱ）動きを伴う支援 2（シュレッダーの機械の使い方を教える）
?これから、Sもやるから見てて。」と Sに教え、「真ん中に入れるんだよ。」と言いながら、ゆっ
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くりやってみせた。次に、Kは「やってみようか。」と言って Sを呼び、Sの作業に付き添いな
がら、「そう、押し込んで。」というように教える。Sがなかなか紙を奥まで挿入できなかったた
め、Kは「奥まで。」と言って間近でやってみせた。
ⅲ）言葉による支援 1
 
Sは初めシュレッダーの機械に手を近づけるのが怖い様子が見られた。Sが「のこぎりじゃな
い？」と言うと、Kは「大丈夫。のこぎりじゃないよ。」と答えた。
ⅳ）言葉による支援 2
シュレッダーの機械に紙を挿入する作業をしている際、Sは手元の紙が終わると「できた」と
言う。Sが続けて「できたから、おやすみ？」と言うと、Kは「まだ。全部やるんだよ。」と答
えた。
ⅴ）言葉による支援 3
 
Sがシュレッダー作業している際に、機械のごみ入れにごみが溜まり、機械がとまった。Kは
書棚整理の作業をしていたため、支援者が真ん中に溜まったごみを平らにすることを教え、作
業を再開できるようにした。Sは心配な様子で「もうできる？」と尋ね、支援者は「できるよ。」
と答えた。すると、Kは少し離れたところで書棚整理の作業をしていたが、様子を察したよう
で、「ごみを平らにすればできるんだよね。」と Sに言葉をかけた。
ⅵ）機械のトラブルへの対処 1
 
Sがシュレッダーの機械の表示を見て「あ、くずがいっぱいです。どうする？」と言うと、K
が「こういうときはね、ごみを平らにするの、押して。」とゆっくりやりながら説明をする。S
もKをまねて行った。
ⅶ）機械のトラブルへの対処 2
 
Sが「あ、くずがいっぱい。」と言うと、Kはすぐに近くに行ってごみを平らにし、「大丈夫だ
よ。」と言った。
ⅷ）機械のトラブルへの対処 3
 
Sが「くずがいっぱい。Kさん、くずがいっぱい。」と言うと、Kは「待ってろ。」とやさしく
言って、ごみを平らにした。
ⅸ）機械のトラブルへの対処 4
 
Sが「できなくなっちゃった。Kさん、できなくなっちゃった。」と言う。Kが近くに行くと
すぐに解決した。裁断途中で機械が止まり中に残った紙があったため、スタートボタンを押す
ことで解決したとのことを、Kは支援者に説明した。
ⅹ）言葉による支援 5
 
Sの作業の区切りのよいところで、Kが Sに「これやったら休もうか。」と声をかけた。Sは
「休む。」と答えた。
ⅹⅰ）言葉による支援 6
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Sが「終わった、休む。」と言って休憩に入った際に、支援者が Sに「よくがんばったね。」と
言葉をかけると、Kも Sに「よくやった。」と言葉をかけた。
②支援者から Sへの支援
a）支援の回数
支援者が Sに対して行った支援の回数は 10回であり、うち 2回はKが書棚整理の作業のため、
少し離れたところにいた際に行われた。
b）支援の内容
支援者が Sに対して行った支援の内容は以下の通りであった。
ⅰ）作業の手順の説明
支援者は、ゆっくりとやって見せながら、「ここの資料を取って、はさみでホッチキスの芯の
あるところをはさみで切って。」と Sに説明をした。Sは同じように一緒に行った。
ⅱ）言葉のみによる支援 1
 
Sはホッチキスの芯を除く作業をしていると、支援者に「これもするの？」と尋ねた。支援者
が「そう。」と答えると、続きを行った。
ⅲ）作業の支援 1
 
Sが手元の資料がなくなり「終わった。」と言ったので、支援者が次の資料を用意すると、続
きの作業を行った。
ⅳ）言葉による支援 2
 
Sはシュレッダーの機械の投入口に手を近づけるのをためらっていたので、支援者は「切る歯
はここ（投入口）よりもずっと下にあるから、ここは触っても大丈夫。」と伝えた。
ⅴ）機械のトラブルへの支援 1
 
Sがシュレッダー機械による裁断作業中に「終わったよ。」と言ったので、支援者が近くに行っ
てみると、ごみが中央に溜まったために機械が停止していた。支援者がゆっくりとやってみせ
ながら「ここを開けて、中のごみを平らにするよ。」と教えると Sはしゃがんでよく見ており、
自分から手を出して支援者をまねてごみを押してみた。Sは支援者に「もうできる？」と尋ね、
支援者が「できるよ。」と答えると、続きを始めた。Kは、書棚整理中であったため、支援者が
支援を行った。
ⅵ）作業の支援 2
 
Sは手元の紙をシュレッダーで裁断し終えると「できた。」と言った。支援者が「また、これ
をやって。」とホッチキスを外す作業を指示すると、Sは作業に取りかかった。Kが書棚整理の
ため離れていたときの支援である。
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ⅶ）言葉による支援 3
 
Sが「やるものが終わったら、休んでいい？」と言ったので、支援者は「やるものは終わらな
いけど、もう少しお仕事したら休憩しよう。」と伝えると、Sはホッチキスの芯を外す作業を続
けた。
ⅷ）言葉による支援 4
 
Sの作業の手が止まり、疲れた様子が見えたので、支援者は「疲れたでしょう。ここにあるの
が終わったら、少し休もう。」と作業の目安を伝えた。
ⅸ）言葉による支援 5
休憩にした際に、支援者が Sに「よくがんばったね。」と言葉をかけた。
ⅹ）作業の支援 3
支援者は Sの手が止まっていることに気づいた。様子を見てみると、ホッチキスの芯を取る
のが困難な数センチの厚みのある書類が手元にあった。支援者は「厚くて困ってたでしょう。
気づかなくてごめんね。」と言葉をかけ、別の資料を渡した。Sは作業を続けた。
４．Sの作業が止まるとき
Sの作業が中断する場面は、次のような状況のときであった。一つ目に、機械のトラブルであった。
シュレッダー機械が停止する際に Sの作業は滞った。その際、Kが機械の調整を行うことで解決し
た。二つ目は、作業の移行であった。シュレッダー作業を終えて、ホッチキス取りの作業に移る際、
あるいは、手元の書類がなくなった際に、作業が滞った。その際、支援者が、次の作業を指示する
ことで解決した。
1）Kの状況
Kは、ホッチキスを外す作業の際に、支援者と会話をしていることが多く、ホッチキスの芯を外
す作業とシュレッダーによる裁断作業はつまらなそうに見えた。一方、Sがシュレッダーの機械のト
ラブルでKを呼ぶ際には、積極的に支援を行っていた。Kにとっては、ホッチキスを外す作業と裁
断作業よりも、Sへの支援の方にやりがいを感じられているようであった。また、Sへの支援につい
ては、Sのわかる言葉で、Sのわかりやすい速さで、上手に伝えることができていた。
Kは、シュレッダー機械のごみ袋を取り替えることや、周辺のごみを拾いきれいにすることを、
支援者の指示なく行うことができた。
書棚整理については、得意な作業のようで、整理する書籍の量が多いにもかかわらず手早く行っ
ていた。
2）支援者からKへの支援
書棚整理の際に、今までは西暦で書かれた年号順に資料を並べる作業であったが、今回は出版物
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を刊号順に並べる作業であった。これまで並べる要素であった年号がないため、Kは支援者に「年
号がないよ。」と言い、支援者が刊号を指して「この番号で揃えて。」と言うと、Kは作業に取り掛
かった。作業を始めると、「すぐできるよ。」と見通しを支援者に伝えた。支援者からKへの支援は、
この 1回のみであった。
５．全体考察
Kが Sに対して行った支援と支援者が Sに対して行った支援の回数を見ると、Kから Sへの支援
の回数は 11回、支援者から Sへの支援の回数は 10回で、Kは書棚整理の作業でシュレッダー作業
を離れた時間があったにもかかわらず、Kの支援の回数が支援者の支援の回数を上回っていた。ま
た、支援の内容を見ると、実際の作業中のトラブルの支援は主にKが行っており、次の作業へ導く
言葉がけによる支援を支援者が行っていた。
Kは Sの支援には積極的に取り組んでおり、Kは Sの支援にやりがいを感じている様子が見受け
られた。Sの支援を時折行うこととKにとっては簡単な単純作業をすることだけでは、Kは能力を
持て余している様子も見られた。
Sが作業中に手を止める場面では、Kが Sに支援をすることで多くの部分は解決できており、Sは
Kがいることで精神的にも安定して作業できているように見受けられた。
支援者がKを支援したのは、Kが初めて行う作業についてKが支援者にやり方を尋ね、それに対
して支援者が返答した 1回のみであった。
Kは大抵の作業は自分の判断で正確に行うことができ、Sに対して必要な支援の半分以上をKが
担うことができるとわかった。これらのことから、今回の実践のように一人の支援者のもとで、Kが
複数の知的障害者の支援を行うことが可能であると考えられる。
６．大学内における障害者雇用実践のまとめ
4回にわたる障害者雇用実践から、大学内で発生する作業について、障害者がその作業を担うこと
が可能であることが示唆された。
軽度の知的障害者が重度の知的障害者の作業の支援の大部分を担うことができることから、必要
に応じて支援できる健常者の支援者がいる前提であれば、軽度の知的障害者が 3人程度の知的障害
者を支援することが可能であると考えられる。軽度の知的障害者を作業リーダーとする 3人～5人
程度のグループで作業を行い、それらのグループを必要に応じて支援できる健常者の支援者を 3グ
ループに 1名程度配置するという作業体制の構築が可能であると考えられる。さらに、大学内とい
う特性を生かして、学生ボランティアによる支援を活用すれば、1人の現場責任者の下で、より多く
の作業グループの指導が可能になる。学生ボランティアにとっては、大学内において実践的に学ぶ
ことができ、学生の資質向上の成果も期待できる。
また、用いる機械の性質により、知的障害者が作業に困難を感じる部分を取り除くことができる
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ことも示唆される。
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